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は更に BaF2を 2 価の金属である Mg, Ca, Sr, Zn で置換することで新たな機能性の探索
を行なうと同時に、網目修飾物質がガラスマトリクスに及ぼす影響について調査を行な
った。                                                                          
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ついて調査した。試料の作製には原料混合物を十分な乾燥の後白金製容器に充填し、ア
ルゴン雰囲気で 1200°C まで昇温し、融解状態を 90 分間維持した後、窒素雰囲気中約
120°C / 秒の速度で冷却した。生成物のガラス化は、目視による透明性および DSC に Tg
が表れること、XRD スペクトルに明確で鋭い回折ピークが出現しないことにより判定し
た。第 1 章では上記のように一般的なガラスおよび希土類含有酸化フッ化物ガラスの可
能性について述べた。                              
 第 2 章では TbF3-Tb4O7-BaF2-AlF3-GeO2系のガラスについて TbF3と Tb4O7を置換する形
で試料の調整を行い、テルビウム含有酸化フッ化物ガラス中の酸素-フッ素の比率を変化
させ、光学特性に及ぼす影響について調査を行なった。光学特性については、Tb3+の 5D4





スマトリクス中の酸素を増やすことで蛍光寿命を延ばせることを見出せた。      
 第 3 章では TbF3-BaF2-MF2-AlF3-GeO2 系(M : Mg, Ca, Sr, Zn)ガラスのように組成を変化
させ、それに伴う光学特性の変化を調査した。異なる組成のガラス系を比較することで
希土類含有酸化フッ化物ガラス中で網目修飾物質の役割を担っている Ba 及び Mg, Ca, Sr, 
Zn が与える影響を調べた。これらの調査からガラスマトリクス中のガラス修飾物質にイ
オン半径のより小さな元素を用いることで、蛍光寿命を延ばせることがわかった。以上、
第 2 章、第 3 章の結果より、一般に外部場の影響を受けにくいとされる fn-fn 遷移につい
て、ガラスマトリクスを変化させることで蛍光寿命の制御が可能であることを示せた。
 第 4 章では TbF3-Tb4O7-BaF2-AlF3-GeO2系のガラスについて、AES を用いて組成及び化
学結合状態を分析し、その結果をもとに酸化フッ化物ガラスのネットワーク構造を議論
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フッ素含有量を精密に制御する必要がある。XPS 測定はこれらの基礎となる極表面での
価数変化についての表面フッ素処理条件と、表面の Ti の化学結合状態の関係性を明らか
にすることができた。                              
 以上、各章の内容をまとめて、「フッ素含有新規ガラスおよびセラミックス材料の創製」
として記す。                                  
                                        
                                       
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                       
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                       
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                       
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
                                       
                                        
                                        
                                        
                                        
                                        
 
 
